
ウレタンボールをどう使う？ウレタンボールをどう使う？第   　　  7回 ささき ともゆき／1986年7
月18日生まれ、神奈川県出身
／2003年からナショナル
チーム在籍、現在プレイング
コーチキャプテン／NHK杯全
日本個人選抜選手権で4度の
優勝のほか、国内外で個人戦
及びチーム戦で優勝多数／ヒ
サカプロショップ所属

講師・佐々木智之

リアクティブボールの登場で過去のものになった感のあったウレタンボールですが、
近年再び存在感を増してきました。ところが誤った知識で使っているボウラーも見受け
られます。もちろん昔のウレタンボールからは大きく進化していますが、その特徴や、
どういう場面で効果を発揮するのか、また注意すべき点などを解説します。
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最近は、とりあえずスポーツコン
ディションだからとか、難しいコン
ディションだからウレタンボールを…
という風潮があるように思います。ウ
レタンボールの特性やメリット、デメ
リットをしっかり理解したうえで使用
してほしいと思います。
まず特徴として挙げられるのは、リ
アクティブボールがオイルの塗られて
いるところでは滑って、塗られていな
い奥のところでは切れてというように、
オイルに敏感なのに対し、ウレタン
ボールはオイルの濃淡を感じにくいた
め、緩やかでアーク状に曲がるという

特徴があります。そのためボールの動
きが見やすく、レーンを読みやすいと
いうメリットがあり、一般的にショー
トオイルやミディアムオイルのコン
ディションでの使用に有効とされてい
ます。
そしてウレタンボールで光っている

ボールはまず見かけないと思います。
表面を曇らせて、手前のオイルがある
ところをキャッチさせながら攻めると
いうのが、基本的な使用法です。とい
うことは、非常にキャリーダウンしや
すく、レーンの変化が早いという特性
があります。

プロのトーナメントもそのようです
が、今年のNＨＫ杯で感じたように、J
ＢＣの大会でもウレタンボールを使用
するボウラーが非常に増えてきました。
ウレタンボールが再び脚光を浴びてい
る理由は、プロ、アマ問わず近年の
トーナメントが難易度の高いスポーツ
コンディションで行われることが多く
なったこと、また両手投げを含む高回
転のボールを投げるボウラーが増えた
ことがあると思います。
ウレタンボールが全盛だったのは

1980年代と聞きます。1986年生ま

れで、ウレタン時代をほとんど知らな
いで育った私が、初めてといっていい
ウレタンボールとの出合いは、2006
年のアジア選手権でインドネシアに遠
征したときでした。大会のコンディ
ションがショートオイルで、当時はオ
イル量も少なかったので、リアクティ
ブボールだとピン前のバックエンドの
切れが強くて各国の選手が苦戦してい
るなか、インドネシアの選手がウレタ
ンボールを使って攻めていました。
その会場のプロショップに、最新の

ボールに交じって、昔のウレタンボー
ルが段ボールに山積みになって置かれ
ていました。たしか1個8000円か
9000円でしたが、私を含め、日本
チームの男子メンバーほとんどが買っ
て帰ったと思います。いざショートオ
イルのときにそのボールを使ってみる
と、曲がりがアーク状で読みやすい。
「オイルが短いときには有効だね」と、
以来とくに国際大会で使う選手が増え
ていきました。

２００６年インドネシアのアジア選手権で

ウレタンボールと初めての出合い

コアの形状や表面素材の改良などで

進化するウレタンボール

オイルの濃淡を感じにくいという

特性を理解して使用場面を考えよう

×
〇

一口にウレタンボールといっても、
昔のコアが入っていないウレタンとは
異なり、近年はコアの形状を変えるこ
とにより、曲がりも変わってきます。
カバーストックも、単純なウレタン素
材ではなく、リアクティブボールにも

使われている素材を配合したものが出
ています。
写真は私が最近愛用しているウレタ

ンボールで、左のパープルパールウレ
タンは、素材がパールウレタンで、コ
アは対称コアが入っています。右のブ

▲左がパープルパールウレタン、右がブラックウィドーブラックウレタン

JBCの全国大会も最近
はオイル量が35ミリ前後
のヘビーオイルで行われ
るのが当たり前になってき
て、手前からキャッチさせ
たいので、スタートでウレ
タンボールを使う人が多
くなりました。みんながリ
アクティブボールを投げ
たレーンと、ウレタンボー
ルを投げたレーンでは、ま
るっきりレーンの変化が変わってきま
す。したがって私は、次に入るレーン
の選手がどんなアングルで投げている
のかに加え、最近はウレタンボールを
使用している選手が何人いるのかまで
確認するようにしています。
そこで多くの人が頭を悩ませるのが、

ウレタンボールからリアクティブボー
ルへの切り替え時だと思います。ウレ
タンボールとリアクティブボールの動
きの差が大きいので、早めにリアク
ティブボールに切り替えたとたんに激
しい動きになって、投げづらく感じる
ことがあります。その溝を埋めるのが、
最近発売されているさまざまなタイプ
のウレタンボールで、ウレタンからリ
アクティブへではなく、最近はウレタ
ンから別のウレタンボールへという選
択肢も出てきているようです。

ただ、ウレタンボールはオールマイ
ティーではなく、例えばリアクティブ
の方が、奥で切れる分ポケットへの入
射角が取れる、つまりピンアクション
がいいといえます。だからどちらでも
いけるなというときは、私はリアク
ティブボールを選択します。
またショートやミディアムオイルで
も、ウレタンでなければ戦えないとい
うものでもありません。プロの大会で
も、大半のレフティーがウレタンを
使っているときに、山本勲プロだけが
リアクティブボールを使って、 しかも
トップのスコアを打っていたりします。
その場面、場面で自分に合うイメー

ジのボールを選択するうえでの、ひと
つのオプションとして、ウレタンボー
ルが追加されたという認識でいいのか
なと思います。

ウレタンボールの使いどころと

留意しておきたいポイント

▲両手投げを含め高回転ボウラーの増加もあって、NHK
杯でも年々ウレタンボールの使用率が高まっている

ラックウィドーブラックウレタンは、
ソリッドウレタンで、非対称コアが
入っています。
カバーストックよりもコアの方が曲
がりを左右する感じで、大まかな使い
分けとしては、ショートオイルパター
ンのときはおとなしい動きの対称コア
のパープルパールウレタンを、ミディ
アムオイルパターンくらいで曲りが欲
しいときは、非対称コアのブラック
ウィドーブラックウレタンをチョイス

する感じです。これ以外にも、各メー
カーからさまざまな特性を持ったウレ
タンボールが発売されています。
今年のナショナルチームの合宿でも、

どんなボールを持ってきているかを提
出してもらうと、ウレタンボールの割
合がかなり高くなっていました。両手
投げの選手などは、リアクティブボー
ルを1個にして、ウレタンボールをメイ
ンにラインナップを組んでいる人もい
ました。

◀
２
０
０
６
年
の
ア
ジ
ア
選
手
権
で
買
っ

て
帰
っ
た
ウ
レ
タ
ン
ボ
ー
ル

2023年9月10日発行 The Bowling JournalThe Bowling Journal 〔５〕

（取材協力：ボウリング王国スポルト八景店）


